
表21-2　垂仁の年次表の解読（年次の相互の関係）
2009/09/29　ｂｙ marishi

備　考

西暦 年次 西暦 年次 西暦 年次 年代 年次
BC30 崇神68 318戊寅 318年戊寅、崇神崩御

垂仁立太子、20歳
BC29 1壬辰 （BC9) 21＊ 319己卯 1 319年己卯、21歳

a 垂仁即位元年
BC28 2癸巳 （BC8） 22＊ 320 2 垂仁2年2月9日

a
BC27 3甲午 BC7 23甲寅 321 3 b垂仁23年9月2日

a b
BC26 4乙未 (BC6) 24乙卯＊ 322 4 a垂仁4年9月23日

a a垂仁4年10月1日
BC25 5丙申 BC5 25丙辰 323 5 a垂仁5年2月10日

a b b垂仁25年3月10日
a垂仁5年8月1日
b垂仁25年2月8日

(BC24) 6丁酉＊ BC4 26丁巳 324 6 b垂仁26年8月3日
b

BC23 7戊戌 BC3 27戊午 58 87戊午 325 7 ａ垂仁7年7月7日
ａ ｂ ｃ ｂ垂仁27年8月7日→87年次

ｃ垂仁87年2月7（25）日→27年次
（BC22) 8己亥＊ BC2 28己未 59 88己未 326 8

b c
（BC21） 9庚子＊ (BC1) 29庚申＊ (60) 89庚申＊ 327 9 記事なし

（BC20） 10辛丑＊ 1 30辛酉 61 90辛酉 328 10 b垂仁30年1月6日
b c →30年次＝90年次

11＊ （2） 31壬戌＊ 329 11
以下 12壬午
景行 13癸未 3 32癸亥 330 12

14＊ （4） 33甲子＊ 331 13

15＊ 5 34乙丑 332 14

16＊ 6 35丙寅 333 15

17丁亥 （7） 36丁卯＊ 334 16

18戊子 8 37戊辰 335 17 335年、垂仁37年次、
（21歳） 景行を皇太子とする。景行21歳
19己丑 （9） 38己巳＊ 336 18
（22歳）
20庚寅 10 39庚午 70 99庚午 337丁酉 19 337年、垂仁崩御39歳
（23歳） 垂仁在位19年

（11） 40辛未＊ 71 1辛未 338 338年戊戌、景行24歳
（24歳） 景行即位元年

注1）＊印は「記事なし」を示す。
注2）日本書紀記載の垂仁5年（丙申前25）は、垂仁4年（前26乙未）の誤り。
      垂仁15年（丙午前15）は、垂仁5年（前25丙申）の誤り。
注3）上記表の景行12～20年は、景行が皇太子になった時期（垂仁37年次、335年）に合わせている。
　　また、上記表のように、景行と垂仁の干支（十干）を合わせると、次の「年月」の示唆と1年のズレが見られる。
　　①景行19年9月20日は、19＋20＝39で、垂仁39年を示唆。
　　②景行20年2月4日は、景行20年は垂仁40年を示唆（景行20年＝垂仁40年）。
　　③景行20年2月4日の、2月4日は景行24歳即位を示す。
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